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とのオホパモクを束ねたものをウナギド又はボグと云っている。とのボグを

海に下げる松島i母はその 8-9割がアマモの生えている諜場であるが，ウナ

ギ捕りをやっている人にきくと，とのアマその生えていたいj珂ではウナギは

ボ、グに入らたいと云っている。ボグの下げ方は|百lの通 りで，竹のi手にボ、グの

縄をしばりつけ，又竹-の浮には流れない様に石の舗をつけてjなく。又浅いと

とろでは浮，釘tを使わや，竹を海の底に押し込み之にボグの細を締り付けて

必く。オホノミモクのボグは土用前には市:の底iにくっつけて下げ，土用後はア

マモの背の ~IこI lìA~位のTYí又は上につるすそうである。つるした時のボ、グの大き

さは1.8-2尺位の直筏でるる。とのが主にしてオホパモクのボグを下げ1日K

1-2回，朝夕あげに行く。あげる時は件のボ、グを静かに引寄せ下から 3尺位

の三角の大きなグモでさっとすくいあげ，ボグの 1:1:1[1:入っていたウナギを捕

える。とのボグには又小fl，カニ，エピも入る。ウナギは多い時には 1つの

ボグに 5-617~入るそうでるる。 1 人で、 100-150 位のオホパモクのボグを入

れてウナギを捕っている。とのボ、グでウナギ抗1¥りをやるのは 1月上'1:0から 9

月中台]頃までである。

以上のようえ主ウナギボ、グに使う海誌にもう 1積ツルモ科のツルモ (Chorda

Filum (L.) LAMOUR.)がある。ツ Jレモは湾:内)i趨口Kあちとち生えているが，

オホパモク程量的に採れたいせいか，時:k'!'~Jtl'りる程度であまり使っていな

い。大部分はオホパモクのボグである。

(東北jfi:Hlli水産研究所)
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l昭和29年 4月初jめ東京に於て日本水産拳合大舎の開骨.uされるのを機とし同 5EI研究談

話舎を本~mlの京大災塁手百lí水産準数警にて閲1m，約 30 名の合員が出席しt落合であった。

舎は午後611キ過に開始，夕食を共にし乍ら互に懇談7時学令長の挨拶があり去る 2JJUi日

本合名理合員闘枝滞博士が逝去された惑を報じ，ー|司1也立獄践を捧げ同博士の待l倶稲を祈

った。それから合員五日[1崎感敏博士から閤校博士の~~TIに闘する研究業主立に就いての剤 i災が

あり ，更に J，~i:i 日御山府の名理合員三宅験ーlW土からタ卜図 111準中 のi!l憶談等を伺い克に一同

怨談に l時を過して午後 911~qìÎj l枚合した。
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